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PF および PF-AR に 5 本の構造生物学ビームラインがあり、全てがユーザ

ー利用に供されている。年間約 200 の有効課題と約 10 社の民間企業によっ

て利用されており、実験のハイスループット化に伴い、1 回のビームタイムで得

られる実験データの数は飛躍的に増えており、得られたデータを如何に整合

性よく管理することは、効率的なビームライン利用を行うに当たって非常に重

要である。一方で、これらのビームラインは 5 名の施設職員(うち 1 名は兼任)、

5 名の BL 運用スタッフ、3 名の開発スタッフ、そして 2 名の秘書によって運用さ

れており、一般共同利用のサポートのみならず、民間企業による施設利用や

委託研究等のサポートを平日24時間(週末は昼間のみ)にわたって行っている。

これらのサービスを質高く維持していくためには、ユーザーが行った実験の内

容から、日々の運用報告、ビームライントラブル等をスタッフ全体で共有するこ

とが非常に重要である。そこで構造生物学ビームラインでは RCM という研究

開発ミドルウェアを用いて、統合的なデータ管理システムを開発し、運用して

いる。 

このシステムでは、実験結果から BL 運用で生じる様々な報告(トラブルとそ

の調査を含む)、ビームラインユーザー情報に至るまでをデータベース化し、そ

れぞれが総合参照できるようにしている。今後、実験課題やビームタイムに関

してもデータベース化し、このシステムに取り入れることで、ユーザーとスタッ

フ双方にとってより利便性の高いシステムへと高度化していく予定である。 

 

  
PReMo(実験結果データベース) BL 運用ログ 


